
１．臨床研究について 

病気の予防・診断・治療方法の改善や病気の原因の解明、患者さんの生活の質の向上を目的として人を対

象に実施される研究を臨床研究と言います。臨床研究の実施にあたっては、国のガイドラインに則った倫理委員

会での厳格な審査を経なければなりませんので、被験者に不利益が生じることはありません。なお、臨床研究には、

病院独自に行うものと複数の医療機関との協働で行うものとがあります。 

 

2．お問合せ先  

大阪府済生会泉尾病院  臨床研究事務局 

TEL   06-6552-0091（経営企画室） 

E-mail kikaku@izuo-saiseikai.gr.jp 

 

3．当院で実施中の臨床研究一覧  

診療科 研究・調査課題 研究開始 終了予定 

腎臓内科 日本膜性増殖性糸球体腎炎/C3 腎症コホート研究 2020 年 8 月 2032 年 1 月 

整形外科 日本整形外科学会主導のレジストリー登録 (JOANR) 2019 年 11 月 10 年間 

循環器内科 レパーサ皮下注 特定使用成績調査（長期使用） 2017 年 11 月 継続中 

循環器内科 
クライオアブレーションによる神経節叢(GP)のアブレーション成功症例 

と非成功症例の比較研究 
2024 年 8 月 2025 年 4 月 

2024年 8月 19日現在 

 



同意書（Opt-Out） 

 

【研究タイトル】 

クライオアブレーションによる神経節叢（GP）のアブレーション成功症例と非成功症例の比較研究 

【研究責任者】 

大阪府済生会泉尾病院 循環器内科 部長 山治 憲司 

【研究の目的】 

本研究は、心房細動（AF）の患者に対するクライオアブレーション治療が神経節叢（GP）に与える影響

を評価し、その効果を明らかにすることを目的としています。特に、GP刺激の抑制効果や心房細動再

発率の減少に焦点を当てています。 

【研究方法】 

本研究は、2017 年 8月 19日から 2020 年 4月 6日までに大阪府済生会泉尾病院で心房細動に対す

るクライオアブレーション治療を受け、治療前後でGP検査を行った患者を対象とします。 

【個人情報の取り扱い】 

本研究では、患者の個人情報は厳重に管理され、匿名化されたデータのみが研究に使用されます。

患者の同意なしに個人が特定されることはありません。 

【Opt-Out の手続き】 

本研究への参加を希望されない場合は、以下の連絡先までお知らせください。参加を拒否された場合

でも、治療に不利益が生じることはありません。 

【連絡先】 

大阪府済生会泉尾病院 循環器内科 担当者: 山治 憲司  

〒551-0032 大阪府大阪市大正区北村 3丁目 4-5  TEL: 06-6552-0091 


